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組合役員および組合員事業所の経営者・役員・従業員の方々を対象に、病気やケガによる就業不能中の
月々の所得の補償を中心に充実させたプランです。
なお、制度の説明や加入手続きについては、コンプライアンスにもとづき、静岡県協同振興㈱が担当い

たしますので、これまでの共済制度と同様に、皆様の福利厚生にお役立てください。

団体所得補償プランの内容
1. 所得補償の特長

（1）月々の所得を補償
病気・ケガで入院、医師の指示による自宅療養中の月々の所得を補償します。
また、世界中・24時間いつでも補償します。

（2）最長1年間の長期補償
補償の対象となる期間は、支払対象外期間4日を超えた就業不能期間で、かつ対象期間は1年間
の長期補償です。
（初年度加入および継続加入の保険期間を通算して、1000日分の保険金を受け取られます。）

（3）天災補償も充実
地震・噴火またはこれらによる津波によって被った、身体障害による就業不能も補償します。

（4）精神障害による就業不能も補償
躁うつ病・神経衰弱・アルツハイマー病の認知症など幅広い精神障害も補償します。

2. ケガによる万一の死亡・後遺障害を補償
3. 病気・ケガによる重度障害を補償

万一、重度障害になられた場合は、そのリスクに備え保険金を一時金でお支払いします。

4. 団体割引20%
団体割引適用で、個人で加入されるより20%割安です。

5. 補償内容の違いにより、α型からⅦ型までの8タイプをご用意。
＊この広告は、静岡県中小企業団体中央会を保険契約者とした団体契約の概要のご案内となります。
　また、この商品は、所得補償保険普通約款に各種特約をセットしたものです。

〈団体所得補償プランについてのお問い合わせ等は下記へ〉
取扱代理店
静岡県協同振興株式会社
 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
 TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690
引受保険会社
損害保険ジャパン日本興亜株式会社　静岡支店法人支社
 〒420-0031 静岡市葵区呉服町1-1-2 静岡呉服町スクエア3F

中央会がお勧めする団体所得補償プラン

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が
2014年9月1日に合併して誕生した会社です。

（SJNK14-19456）

業務用ビル等における省CO2促進事業（一部経済産業省・国土交通省連携事業）
平成 28 年度予算（案）
5,500 百万円（新規）

 背　　　　　景 
2030年のCO2削減目標達成のためには業務その他部門において3 ～ 4割のCO2削減が必要。この目標達成のためには、業務用ビル

等の大幅な低炭素化が必要である。
このため、低炭素化が進みにくい既存テナントビルの省CO2化を促進していくとともに、先進的な業務用ビル等（ZEB（ビル内の

エネルギー使用量が正味でほぼゼロとなるビル）の実現と普及拡大を目指す。

 事　業　概　要 

⑴ テナントビルの省CO2促進事業（国土交通省連携事業）
テナントが入居するビルはオーナーに光熱費削減のメリットが感じられにくいため低炭素化が進みにくい状況にある。
環境負荷を低減する取組についてオーナーとテナントの協働を契約や覚書等で取決めを結び（グリーンリース契約等）省CO2を図
る事業を支援する。

⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業（経済産業省連携事業）
中小規模業務用ビル等に対しZEBの実現に資する省エネ・省CO2性の高いシステムや高性能設備機器等を導入する費用を支援する。

 事 業 ス キ ー ム 
⑴ テナントビルの省CO2促進事業

・補助対象者 建築物所有者
・補助対象経費 グリーンリース契約等を締結するために必要な調査費用
 当該契約等により行う省CO2改修費用（設備費）
・補助率 1/2以内

⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業
・補助対象者 建築物（所有者）等
・補助対象経費 ZEB実現に寄与する空調、換気、照明、給湯、BEMS装置等の導入に要する費用
・補助率 2/3以内
・補助要件 エネルギー削減率が50％以上（再生可能エネルギーを利用した発電を考慮しない）
事業実施期間：⑴⑵とも平成28年度～平成30年度

 期待される効果 
●既存のテナントビルの低炭素化の障壁を解消するグリーンリース契約等を用いた取組を事業期間内に250件以上実施し当該取組を

一般化させ、大幅なCO2排出量の抑制を図る。
●省エネルギー性能の高い建築物の普及を促進し、2030年までに新築建築物の平均でZEB実現を目指す。
●グリーンリースの活用、ZEBの実現・普及により、業務用ビル等の低炭素化を促進し、将来の業務その他部門のCO2削減目標（40％）

達成のために、低炭素な業務用ビル等の普及を図る。

 【お問い合わせ先】 　一般社団法人 静岡県環境資源協会
業務用ビル等における省CO2促進事業 支援センター

〒420-0853 静岡市葵区追手町9-28 興産ビル2階　電話：054-266-4161　FAX：054-266-4162

国 非営利法人 事　業　者
（補助率）定額

補助金

（補助率）1/2 ～ 2/3

補助金

⑴ テナントビルの省CO2促進事業 ⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業
オーナーとテナントが協働で低炭素化を促進 最新の環境技術を導入しZEBの実現と普及拡大を目指す

（環境省実証事業例）

オーナー テナント

ビルの
CO2削減
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設
立
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の
推
移

・
三
年
連
続
で
二
〇
組
合
超
え
る

平
成
二
七
年
度
の
組
合
設
立
件
数
は
、
昨
年
度

よ
り
一
組
合
増
え
、
二
二
組
合
で
あ
っ
た
。
設
立

件
数
は
、
三
年
連
続
で
二
〇
組
合
を
超
え
た
。

全
国
的
に
、
組
合
の
設
立
が
低
迷
す
る
中
、
県

内
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
が
連
携
し
、
地
域

資
源
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発
や
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
動
き
が
活
発
で
あ
る
。
ま
た
、

厳
し
い
経
済
環
境
下
で
も
生
き
残
り
を
図
る
べ

く
、
地
域
の
仲
間
が
業
種
を
問
わ
ず
、
様
々
な

方
面
で
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
。

出
資
金
の
推
移
・
構
成
員
の
特
徴

・
出
資
金
は
減
少
傾
向
続
く

・
企
業
組
合
の
設
立
が
目
立
つ

出
資
金
が
、
一
〇
〇
万
円
未
満
の
組
合
が
一
二

組
合
と
過
半
数
を
占
め
た
。
組
合
員
の
少
数
化
に

加
え
、
小
資
本
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
合

制
度
へ
の
理
解
が

広
が
っ
て
い
る
模

様
。ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
機
能
を

も
っ
た
企
業
組
合

の
設
立
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。

組
合
主
要
事
業
の
推
移

・
共
同
購
買
事
業
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

・
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
も
注
目
集
ま
る

　
共
同
購
買
事
業
で
コ
ス
ト
削
減
な
ど
経
営
合
理
化

を
図
る
組
合
、
共
同
受
注
事
業
で
取
引
拡
大
を
目
指

す
組
合
が
合
わ
せ
て
一
三
組
合
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、

建
設
業
界
を
中

心
に
技
能
伝
承

を
図
る
目
的
か

ら
、
外
国
人
技

能
実
習
生
共
同

受
入
事
業
の
実

施
を
視
野
に
入

れ
た
組
合
が
多

く
、
制
度
へ
の

関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。

平成27年度に県内で設立された組合数は22組合に上った。これで、平成25年度から3年連続で単年度の組合設
立が20組合を上回った。
一組合平均の出資総額は121.7万円と前年度の161.9万円を下回り、100万円未満の組合も12組合と、依然と
して少額資本の組合設立が目立った。
主な設立目的では共同購買事業が9組合、共同受注事業が4組合であり、組合員企業の経営合理化と連携による販
路開拓、販路拡大への期待感が大きい。また、地域活性化や就業の場づくりなどを目的とする企業組合の設立が5組
合と目を引いた。

特集
平成27年度

静岡県の組合設立白書
全22組合の概要とその目的

【県内の組合設立件数の推移】 （平成16年度以降）

年度（平成）16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

設立件数   17   14   17     9   13   13   13   11   16   22   21 22

全国 868 806 827 604 528 369 303 333 339 327 362 ※

※全国数値は、全国中央会の集計による。平成27年度は未集計

0 

5 

10 

15 

20 

25 
（組合）

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27（平成）

【出資金の推移】 （単位：万円）
平成（年度） 22 23 24 25 26 27

100未満 5 7 9 12 13 12
100 3 2 0 2 1 3

101～200 2 2 4 4 4 5
201～300 3 0 0 3 0 0
301～500 0 0 1 0 1 1
501～ 0 0 2 1 2 1
計 13 11 16 22 21 22

一組合当たりの出資金の平均は121.7万円

【組合主要事業の推移】
平成（年度） 22 23 24 25 26 27

共同受注 5 4 7 9 5 4
共同販売 1 2 1 4 2 2
共同購買・斡旋 3 1 6 3 7 9
共同生産・加工 1 2
共同宣伝 1
共同施設の維持・管理 1 1
企業組合 2 2 2 4 3 5
その他 1 2 1 2

計 13 11 16 22 21 22

静岡県の組合設立件数

2中小企業静岡 2016.5

組合活性化情報
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組
合
員
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五
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出
資
金
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一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
富
士
宮
市

理
事
長
／
望
月
和
仁

富
士
宮
市
、
富
士
市
の
鉄
骨
加
工
業
者
で
組

合
を
設
立
。
近
年
の
建
設
業
界
は
震
災
復
興
、

建
造
物
の
耐
震
化
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
な
ど
を
受
け
需
要
は
回
復
傾
向
に
あ
る
一

方
、
資
材
や
原
材
料
の
高
騰
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

当
組
合
で
は
こ
う
し
た
経
営
課
題
を
同
じ
く
す

る
事
業
者
が
連
携
し
、
共
同
購
買
事
業
を
通
じ
て

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
、
収
益
の
拡
大
を
目
指

す
。
ま
た
、
建
設
技
術
の
継
承
、
国
際
貢
献
を
図

る
た
め
、
外
国
人
技
能
実
習
生
共
同
受
入
事
業
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

Ｉ
Ｔ
総
合
マ
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ジ
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ト
協
同
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合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
四
〇
万
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所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
杉
山
晃
雄

近
年
の
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｏ
Ｔ
）

化
の
流
れ
に
と
も
な
い
、
今
後
新
た
な
市
場
の
創

出
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
市
場
に
対
し
、
小

規
模
の
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
者
が
互
い
の
得
意
と
す
る

分
野
で
補
完
し
合
い
、
技
術
の
高
度
化
を
図
る
こ

と
で
、受
注
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
組
合
を
設
立
。

組
合
員
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
顧
客
の
獲
得
を
確
実
な
も
の

と
す
る
。

協

同

組

合

か

け

は

し

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
後
藤
友
亮

当
組
合
は
浜
松
市
内
の
建
設
関
連
業
者
四
社
で

構
成
。
中
小
建
設
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
先
行

き
が
見
え
な
い
状
況
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
扱
う

資
材
及
び
副
資
材
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
減
少
を
狙

い
と
し
た
共
同
購
入
を
展
開
し
、
生
き
残
り
を

図
っ
て
い
く
。

将
来
的
に
は
、
国
際
貢
献
を
目
的
と
し
た
外

国
人
技
能
実
習
生
共
同
受
入
事
業
も
検
討
し
て

い
く
。

介
護
人
材
育
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組
合
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四
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出
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金
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四
〇
万
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所
在
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／
静
岡
市

理
事
長
／
齋
藤
芳
久

高
齢
化
に
と
も
な
い
、
介
護
業
界
に
お
け
る
需

要
は
急
激
に
増
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
慢

性
的
な
人
材
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
分
野
に
お
け
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
、
育

成
と
い
う
共
通
の
経
営
課
題
を
共
同
で
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
に
当
組
合
を
設
立
。
組
合
員
企
業
の

従
業
員
採
用
・
教
育
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
共

同
で
の
採
用
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
従
業
員
研
修
を

実
施
し
て
い
く
。
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ム
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合

組
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員
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四
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出
資
金
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万
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所
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地
／
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津
市
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事
長
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川
村

　健

中
小
企
業
に
お
い
て
は
常
に
自
社
の
経
営
環
境

を
見
極
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
焼
津
、
静
岡
、
藤
枝
市
内
の
製
造

業
者
が
共
通
す
る
資
材
・
副
資
材
な
ど
を
共
同
購

入
す
る
と
と
も
に
、
倉
庫
・
設
備
等
を
共
同
で
利

用
し
、
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
当
組
合
を
設
立
。

な
お
、
組
合
の
名
称
で
あ
る
ジ
ェ
イ
エ
ー
エ
ム

は
、Joint

（
連
携
）・A

dm
inistration

（
管
理
）・

M
anagem

ent

（
経
営
）
の
略
称
で
「
連
携
に
よ

り
経
営
を
管
理
す
る
」
と
い
う
意
味
。

企
業
組
合
梅
ヶ
島
エ
ネ
ル
ギ
ー

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
八
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
鈴
木
英
次

近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

に
注
目
が
集
ま
る
中
、
静
岡
市
葵
区
梅
ヶ
島
地

区
で
安
倍
川
水
系
の
流
水
を
利
用
し
た
小
水
力

発
電
に
よ
る
売
電
事
業
を
行
う
た
め
当
組
合
を

設
立
。
小
水
力
発
電
は
発
電
効
率
が
高
く
、
か
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つ
安
定
し
た
発
電
量
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
事
業
化
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

か
つ
て
電
力
会
社
の
設
備
が
普
及
す
る
ま
で
の

間
、
当
地
区
で
は
水
力
に
よ
る
自
家
発
電
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
歴
史
や
環
境
を
活

か
し
、
再
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
実
施
し
、
今
後

の
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

静
岡
農
業
振
興
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
磐
田
市

理
事
長
／
鈴
木
貴
博

我
が
国
の
農
業
は
、
就
業
人
口
の
減
少
と
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
現
状
を
打
開
し
、
産
業

発
展
に
前
向
き
に
取
り
組
む
農
業
者
四
人
が
組
合

を
設
立
。
資
材
及
び
副
資
材
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
の

削
減
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
的
確
で

機
動
的
な
情
報
の
提
供
を
行
う
。

将
来
的
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
の
製
造
や
地

域
に
あ
っ
た
土
壌
づ
く
り
、
組
合
商
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
。

Ｖ
Ｎ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
八
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
河
井
忠
雄

県
西
部
地
域
の
異
業
種
中
小
企
業
で
構
成
さ
れ

る
組
合
。
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
り
国
内
市
場
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
中
、
共
同
事

業
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、
人
材
・
技
術
・
情
報
な

ど
の
補
完
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
生
き
残
り
を

図
る
。

ま
た
国
際
貢
献
を
図
る
た
め
、
外
国
人
技
能
実

習
生
の
活
用
に
つ
い
て
も
今
後
研
究
し
て
い
く
。

静
岡
水
産
流
通
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
二
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
洞
江
典
征

豊
か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
静
岡
で
、
長
年
に

わ
た
り
魚
介
類
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
洞
江
水
産

グ
ル
ー
プ
が
母
体
と
な
り
、
更
な
る
事
業
の
合
理

化
や
新
た
な
事
業
展
開
を
目
指
し
組
合
を
設
立
。

組
合
員
が
取
り
扱
う
商
品
を
共
同
で
販
売
し
て

い
く
ほ
か
、
将
来
的
に
は
共
同
施
設
を
設
置
し
、

マ
グ
ロ
な
ど
の
生
鮮
魚
介
を
共
同
で
保
管
・
加
工

す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
事
業
の
合
理
化
を
図
っ

て
い
く
。

企
業
組
合
Ｒ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
玉
川

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
二
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
安
本
好
孝

安
倍
川
上
流
域
に
位
置
す
る
玉
川
地
区
は
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
農
産
物
の
栽
培
に
適
す
る
一

方
で
、
近
年
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
近
隣
住
民
が
地
域
活

性
化
を
目
指
し
、
当
組
合
を
設
立
。
地
元
産
食
材

を
使
っ
た
弁
当
や
総
菜
、
菓
子
な
ど
を
製
造
・
販

売
す
る
加
工
施
設
「
玉
ゆ
ら
」
を
開
設
。
ま
た
、

静
岡
市
街
で
開
催
さ
れ
る
物
販
イ
ベ
ン
ト
「
玉
川

マ
ル
シ
ェ
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。

な
お
、
同
地
区
で
は
、
今
夏
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留

所
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
、
連
携
し
て
地

域
振
興
に
取
組
ん
で
い
く
。

事
業
協
同
組
合
デ
ザ
イ
ン
ぐ
み

組
合
員
／
八
人

出
資
金
／
一
四
万
円

所
在
地
／
富
士
宮
市

理
事
長
／
三
輪
純
久

近
年
、
情
報
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
広
く
多
様
な
業
務
と
の
連
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

編
集
者
等
）
が
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
各
分
野
で
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
人
材

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
。

当
組
合
で
は
各
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
寄
り
、
企
業
の
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
団
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
の
提
案
型
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て
い
く
。

企
業
組
合
出
張
美
容
に
じ
い
ろ

組
合
員
／
五
人

出
資
金
／
三
三
万
円

所
在
地
／
富
士
宮
市

理
事
長
／
渡
邊
和
彦

介
護
事
業
所
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
向
け

に
、
出
張
美
容
室
を
実
施
し
て
い
る
美
容
師
の
グ
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ル
ー
プ
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
当
組
合
を
設
立
。

日
常
生
活
に
お
い
て
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
多

く
の
方
々
が
、
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て

気
持
ち
が
明
る
く
な
り
、
会
話
が
増
え
、
さ
ら
に

生
き
る
こ
と
に
前
向
き
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

目
指
し
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

企
業
組
合
富
士
山
あ
ざ
み
会

組
合
員
／
七
人

出
資
金
／
三
五
万
円

所
在
地
／
裾
野
市

理
事
長
／
西
川

　厚

＂よ
も
ぎ
＂は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
や
食
物
繊
維
、
各

種
ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
成
分
が
由
来
し
、

近
年
で
は
健
康
上
の
効
果
の
み
な
ら
ず
、
美
容
効

果
な
ど
の
点
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
も
ぎ
の
様
々
な
効
用
に
着
目
し
、
耕
作

放
棄
地
の
活
用
や
地
域
活
性
化
、
就
業
の
場
づ
く

り
を
目
的
に
、
よ
も
ぎ
栽
培
を
行
っ
て
き
た
事
業

者
が
組
合
を
設
立
。
活
動
の
幅
を
広
げ
、
信
用
力

を
高
め
た
上
で
、
消
費
者
が
安
心
で
き
る
国
産
よ

も
ぎ
の
加
工
商
品
の
販
売
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｊ

Ｍ

Ａ

協

同

組

合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
沼
津
市

理
事
長
／
佐
野
公
一
郎

共
通
の
経
営
課
題
を
抱
え
た
、
と
び
、
土
工
、

一
般
土
木
建
築
工
事
業
及
び
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造

業
を
行
う
中
小
建
設
事
業
者
四
社
で
組
合
を
設

立
。
受
注
機
会
の
拡
大
や
コ
ス
ト
削
減
に
一
致
団

結
し
て
取
組
み
、
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
事

業
の
合
理
化
を
追
求
し
て
い
く
。

将
来
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
共
同
受
入
事
業

も
実
施
し
、
国
際
貢
献
と
人
的
交
流
、
技
術
継
承

を
進
め
て
い
く
予
定
。

協

同

組

合

も

の

の

ふ

組
合
員
／
八
人

出
資
金
／
一
二
〇
万
円

所
在
地
／
裾
野
市

理
事
長
／
江
森
甲
二

裾
野
市
内
の
酒
小
売
業
者
を
中
心
と
し
た
団
体

「
裾
野
市
も
の
の
ふ
の
里
銘
酒
会
」
は
、
地
場
産

の
原
材
料
を
活
用
し
た
清
酒
な
ど
の
商
品
開
発
を

通
じ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
地
域
振
興
に
寄
与

し
て
き
た
。

当
組
合
は
、
同
団
体
構
成
員
が
更
な
る
地
域
振

興
や
地
産
地
消
の
促
進
を
目
指
し
、
地
場
産
品
の

共
同
販
売
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を

行
う
た
め
に
設
立
。
今
後
は
、
他
業
種
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
地
域
活
性
化
に
よ
る
経
営
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

裾
野
市
環
境
緑
花
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
六
人

出
資
金
／
三
〇
万
円

所
在
地
／
裾
野
市

理
事
長
／
手
綱
史
芳

都
市
部
に
お
け
る「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
」

へ
の
対
応
策
と
し
て
、
屋
上
緑
化
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
間
的
に
も
環
境
的
に

も
多
様
な
都
市
に
お
け
る
緑
化
に
つ
い
て
は
技
術

的
な
課
題
が
多
い
。

裾
野
市
は
、
首
都
圏
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
が
高
く
、
地
勢
を
活
か
し
た
多
様
な
緑
花
木
の

生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
優
位
性
を
活
か

し
、
市
内
の
農
業
者
ら
が
連
携
し
て
、
新
た
な
技
術

の
確
立
に
よ
る
環
境
緑
化
の
事
業
化
に
取
り
組
む
。

企

業

組

合

黄

金

の

湯

組
合
員
／
九
人

出
資
金
／
二
五
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
杉
山
節
雄

安
倍
川
の
上
流
、
標
高
八
〇
〇
ｍ
の
深
い
緑
に

囲
ま
れ
た
梅
ヶ
島
新
田
温
泉
に
静
岡
市
営
の
日
帰

り
温
泉
施
設
「
黄
金
の
湯
」
は
あ
る
。
同
施
設

は
、
一
九
九
九
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
春
秋
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
静
岡
市
内
外
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
て
き
た
。

指
定
管
理
制
度
に
基
づ
き
同
施
設
の
管
理
・
運

営
を
行
っ
て
き
た
地
元
の
有
志
に
よ
る
任
意
組
織

が
企
業
組
合
に
組
織
変
更
。
営
業
力
の
強
化
と
施

設
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
よ
り
一
層
の
誘
客
を
図
っ
て
い
く
。

動
産
選
別
査
定
協
同
組
合

組
合
員
／
五
人

出
資
金
／
二
〇
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
河
合
胤
房

近
年
転
居
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
不
動
産
売
却
な
ど

に
伴
う
家
財
の
処
分
、
生
前
整
理
や
遺
品
整
理
な
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ど
、動
産
の
処
分
や
整
理
・
片
付
け
の
需
要
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
「
動
産
査
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
豊
富
な
商
品
知
識
を
有
す
る
浜
松

市
内
の
中
古
品
小
売
業
五
人
が
結
束
。

官
公
庁
や
関
係
業
者
と
の
連
携
の
も
と
、
動
産

の
片
付
け
、
仕
分
け
、
処
理
、
買
取
、
販
売
ま
で

を
一
括
で
行
う
こ
と
で
、

適
正
か
つ
公
正
な
査
定
を

実
現
し
、
業
界
の
地
位
向

上
を
目
指
す
。

静
岡
県
質
屋
協
同
組
合

組
合
員
／
三
六
人

出
資
金
／
四
一
七
万
円

所
在
地
／
沼
津
市

理
事
長
／
川
村

　勇

こ
れ
ま
で
県
東
部
・
中
部
で
活
動
し
て
き
た
組

合
を
統
合
し
、
事
業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
県

下
一
円
の
質
屋
が
加
盟
す
る
組
合
を
設
立
。

質
屋
の
業
態
は
手
続
き
の
煩
雑
さ
な
ど
か
ら
、

消
費
者
金
融
業
者
に
押
さ
れ
、
事
業
者
数
が
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
貴
金
属
や
ブ
ラ
ン
ド
品

な
ど
の
中
古
品
を
安
価
に
購
入
で
き
る
こ
と
か

ら
、
質
流
品
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
今
後
の

質
屋
業
は
新
た
な
業
態
へ
の
脱
却
が
急
が
れ
る
。

そ
こ
で
組
織
力
を
活
か
し
、
店
内
の
雰
囲
気
づ
く

り
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
努
め
る
ほ
か
、
流
質
物
や
買
取
り
商
品
の
販

売
促
進
と
い
っ
た
事
業
の
強
化
と
効
率
化
に
取
組

む
。静

岡
県
葬
祭
業
協
同
組
合

組
合
員
／
一
一
人

出
資
金
／
一
一
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
熊
澤
正
樹

近
年
葬
祭
業
界
は
、
新
規
参
入
者
の
増
加
に
よ

る
競
争
激
化
、
金
銭
・
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
な
ど
厳
し
い

環
境
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
県
内
の
葬

祭
専
門
業
者
一
一
社
が
協
同
組
合
を
設
立
。
共
同

購
買
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
従
業
員
教
育
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
と
と
も
に
社
会
的
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
葬
祭
業
の
「
安
心
と
信
頼
」
を
取

り
戻
す
た
め
の
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
静
岡
県
等
行
政
と
緊
急
時
に
お
け
る
災

害
応
援
協
定
を
締
結
し
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。

富
士
山
建
工
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
二
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
玉
腰
秀
夫

近
年
の
建
設
業
界
の
動
向
と
し
て
は
、
建
設
資

材
な
ど
の
高
騰
や
、
受
注
競
争
に
よ
る
価
格
の
引

き
下
げ
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
事
業
者
が
連
携
し
て
解
決
す

べ
く
当
組
合
を
設
立
。
組
合
が
窓
口
と
な
っ
て
建

設
工
事
な
ど
を
組
合
員
に
斡
旋
す
る
こ
と
で
、
一

企
業
で
は
対
応
で
き
な
い
工
事
の
受
注
が
可
能
と

な
り
、
組
合
員
の
受
注
機
会
の
拡
大
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
資
材
及
び
副
資
材
の
共
同
購
入
事
業

に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
見
込
ま
れ
る
。
将
来
的
に

は
、
国
際
貢
献
を
目
的
と
し
た
外
国
人
技
能
実
習

生
共
同
受
入
事
業
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

す
る
が
有
機
農
場
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
二
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
戸
崎
雅
章

静
岡
茶
は
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
が
、
消
費

者
の
嗜
好
や
購
買
行
動
の
多
様
化
、
あ
わ
せ
て
価

格
の
低
下
、風
評
被
害
か
ら
の
回
復
の
遅
れ
な
ど
、

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

こ
う
し
た
中
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
に
こ
だ

わ
り
、
食
の
安
心
安
全
に
努
め
て
き
た
生
産
者
は

栽
培
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
「
自
園
自
製
自
販
」

と
い
う
独
自
の
戦
略
に
取
組
み
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
き
た
。
結
果
、
徐
々
に
静
岡
産
有
機

茶
の
需
要
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
有
機
栽

培
茶
の
生
産
者
同
士
が
連
携
し
、
共
同
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
組
み
、
海
外
を
含
め
更
な
る
顧
客
拡

大
を
目
指
し
て
い
く
。

新設22組合の概要紹介

組
合
設
立
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

	

中
央
会

　連
携
組
織
課
ま
で

	

電
話
：
〇
五
四（
二
五
四
）一
五
一
一
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静岡県では、静岡県の青年と中国浙江省の青年と
の相互交流を行っています。日中の友好・発展の架
け橋になって、今後のビジネスの可能性を広げませ
んか？

１　目　　的
静岡県内の経済、産業、教育、行政など各分野で
活躍する青年が、中国浙江省の青年との交流を通し
て、相互理解と信頼関係を深め、人脈形成や情報交
換等を行うとともに、参加後、継続的に日中交流に関
わることにより、発展的な協力関係を築くことを目的
としています。

２　主催・実施
静岡県教育委員会・日中青年代表交流実行委員会

３　実施内容（予定）

交流・セミナー 月　日 内　　容

第１回セミナー ７月２日（土）開講式、オリエンテーション、中国語講座、グループワーク等

第２回セミナー ７月30日（土）中国事情講座、浙江省交流ガイダンス等

浙江省交流
【７泊８日】

８月12日（金）
〜19日（金）

中国企業・日系企業視察、浙江省
青年との交流、寧波市・杭州市・
上海市内視察等

第３回セミナー 10月１日（土）静岡県交流ガイダンス、中国語講座、グループワーク等
静岡県交流
【３泊４日】 10〜11月 青年意見交換会、ホームステイ、

静岡県内（企業・施設等）視察等
第４回セミナー 12月17日（土）交流報告会、閉講式等

４　参 加 費
15万円（個人的にかかる費用は除く）

５　募　　集
⑴対象／中国との交流に関心がある20代から40
代までの方
⑵定員／ 30人
⑶申込方法／参加申込書（下記HPからダウン
ロード可能）を県教育委員会社会教育課に提出
⑷締切／平成28年５月31日（火）

６　申込み・問合せ先
　県教育委員会社会教育課
　TEL：054-221-3312
　E-mail：kyoui_shakyo@pref.shizuoka.lg.jp
　URL：http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku
　/kk-080/nittyuu/top.html

　 日中青年代表交流  検索

◆昨年度参加者の声◆
○インプットだけでなくアウトプットを必然的に
求められ、自国の文化や自身のキャリアを見直
すことができた。
○中国企業の勢い、社員教育の水準の高さを知
る事ができた。
○日本の技術が海外でどう活かされているか知る
事ができた。現地での採用や行政的な手続き
等生の声を聞く事ができた。

○異業種の方、中国の方の様々な価値観を吸収
できた。それにより、自身の仕事について大き
な視野で見直すことができ、キャリアの棚卸し
ができた。
○日中における職業観や経営方針等の共通点、相違

点を知り互いに議論する機会は、日中友好にとっ
ても個人の人生においても大変貴重だと思う。

港湾都市・寧波を訪問！

平成28年度 日中青年代表交流 参加者募集 ～昨年度の交流の様子～

浙江省交流

静岡県交流

現地企業視察で
若手社員と意見交換
（中国移動通信）

グループ別研修で
複合商業施設を視察
（杭州大廈）

青年意見交換会
日中青年がテーマに
沿って意見交換

ホームステイで
静岡を案内
絆が深まりました！

あなたも交流の
輪に参加して、
新たな世界を
広げませんか？
☆熱烈歓迎☆
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清
水
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
青
年

部

あ
す
な
ろ
会
（
神
山
賢
太
郎
会
長
・

会
員
数
一
二
人
、特
別
会
員
五
人
）
は
、

三
月
一
二
日
、
創
立
五
〇
周
年
を
祝
う

記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

静
岡
市
清
水
区
の
日
本
平
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
祝
賀
会
に
は
、
Ｏ
Ｂ
、
現
役

会
員
あ
わ
せ
て
約
六
〇
人
が
出
席
。
望

月
義
夫
衆
議
院
議
員
、
中
央
会
の
深
井

利
治
事
務
局
次
長
、
当
組
合
の
敷
島
哲

也
理
事
長
ら
来
賓
が
見
守
る
中
、
五
〇

年
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
発

展
を
誓
っ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
神
山
会
長
は
、

「
半
世
紀
に
わ
た
り
、
あ
す
な
ろ
会
が

地
元
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
牽
引
し
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
本
日
お
集
ま
り
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
、
温
故

知
新
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
会
員
一

同
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
た
。

親
組
合
の
敷
島
理
事
長
は
、「
青
年

部
の
仲
間
は
経
営
者
に
な
っ
た
時
、
必

ず
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
。
八
年
後
の

組
合
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
、
と
も

に
切
磋
琢
磨
し
て
将
来
の
組
合
を
支
え

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

同
会
で
は
、
五
〇
周
年
を
記
念
し
、

過
日
行
わ
れ
た
「
し
ず
お
か
マ
ラ
ソ
ン
」

（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
）
に
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を

着
て
参
加
。

ま
た
、
過

去
の
事
業

を
写
真
で

振
り
返
る

記
念
誌
を

作
成
し
た
。

「
温
故
知
新
」の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

創
立
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

清
水
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
　青
年
部
　あ
す
な
ろ
会

▼OB・現役会員が揃って記念撮影

▲神山賢太郎あすなろ会会長

「
職
場
で
の
良
い
人
間
関
係
を
作
る
た

め
に
は
、﹃
オ
ア
シ
ス
﹄
が
大
切
。
オ
ハ

ヨ
ウ
、ア
リ
ガ
ト
ウ
、シ
ツ
レ
イ
シ
マ
ス
、

ス
ミ
マ
セ
ン
と
き
ち
ん
と
し
た
あ
い
さ

つ
を
心
が
け
る
こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
う
え
で
「
一
日
も
早
く
、
企
業
に

と
っ
て
﹃
居
な
く
て
は
困
る
、
な
く
て

は
な
ら
ぬ
人
﹄
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

当
日
は
、
先
輩
社
会
人
か
ら
体
験
談

を
も
と
に
し
た
新
入
社
員
の
心
構
え
や
、

新
し
い
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
（
株
）
ク
レ
ア
フ
ァ
ー
ム
の
西
村

や
す
こ
社
長
に
よ
る
講
演
を
聞
い
た
。

参
加
し
た
新
入
社
員
の
一
人
は
、「
社

会
人
と
し

て
の
責
任

の
重
さ
を

知
っ
て
身

が
引
き
締

ま
っ
た
。

こ
れ
か

ら
、
精
一

杯
頑
張
り

た
い
」
と

話
し
た
。

静
岡
県
中
央
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
静

岡
県
、
県
経
営
者
協
会
、
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
県
商
工
会
連
合
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
県
内
東
中
西
部
地
区
に
お

い
て
合
同
入
社
式
を
開
催
し
た
。

同
入
社
式
は
、
社
会
人
と
し
て
第
一

歩
を
踏
み
出
す
企
業
、
団
体
の
新
入
社

員
に
対
し
、
産
業
界
全
体
で
そ
の
門
出

を
祝
い
、
激
励
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
今
年
で
三
回
目
の
開
催
と
な
る
。

三
月
二
九
日
、
浜
松
市
中
区
の
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
で
開
催
さ
れ
た
西
部
地

区
の
同
入
社
式
に
は
、
難
波
喬
司
県
副

知
事
、
野
村
栄
一
静
岡
労
働
局
長
、
大

須
賀
正
孝
浜
松
商
議
所
会
頭
が
来
賓

と
し
て
出
席
。
各
企
業
の
関
係
者
と
と

も
に
、
計

四
二
社
の

新
入
社
員

九
一
人
の

旅
立
ち
を

祝
っ
た
。

中
央
会

の
諏
訪
部

敏
之
会
長

は
、

地
域
企
業
の
合
同
入
社
式
を
開
催

産
業
界
全
体
で
新
入
社
員
を
激
励

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

他
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三
島
市
を
中
心
と
す
る
、
と
び
・
土

木
工
事
業
者
二
七
社
で
構
成
さ
れ
る
三

島
鳶
工
業
協
同
組
合
（
今
井
泰
雄
理
事

長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国
中
央
会
の

助
成
事
業
を
活
用
し
、
共
同
受
注
体
制

の
再
構
築
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
「
初
動
活
動
フ

ロ
ー
案
」
を
策
定
し
た
。

当
業
界
に
あ
っ
て
は
、
工
事
請
負
価

格
の
低
下
や
短
納
期
化
な
ど
施
工
条
件

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
人

材
の
確
保
や
技
能
承
継
な
ど
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
組
合
員
の
減
少

も
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
震
災
や
局
地
的
な
大

雨
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
防
災
・
災
害

対
策
の
た
め
の
土
木
工
事
が
増
加
し
て

お
り
、
組
合
で
は
適
正
な
収
益
の
確
保

と
施
工
条
件
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、

現
在
休
止
し
て
い
る
共
同
受
注
事
業
の

再
開
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
事
業
で
は
、
専
門
家
と
組
合
員
で

構
成
さ
れ
る
委
員
会
を
組
織
し
、
施
工

受
注
体
制
や
土
木
技
術
に
関
す
る
課
題

を
抽
出
。
防
災
土
木
工
事
の
先
進
事
例

と
し
て
石
巻
市
の
防
潮
堤
工
事
な
ど
を

調
査
し
た
ほ
か
、
組
合
員
の
保
有
設
備

や
従
業
員
の
資
格
取
得
状
況
な
ど
に
つ

い
て
調
査
、
分
析
し
た
。

組
合
で
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

地
区
別
の
組
合
員
受
注
対
応
能
力
等

を
取
り
ま
と
め
た
ほ
か
、
災
害
発
生

時
の
初
動
活
動
フ
ロ
ー
案
を
策
定
。

今
後
、
行
政
な
ど
関
係
機
関
に
対
し

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
と
も
に
、
共

同
受
注
の

実
施
に
向

け
人
材
の

確
保
な
ど

対
応
を
検

討
す
る
。

共
同
受
注
体
制
の
再
構
築
を
研
究

災
害
発
生
時
の「
初
動
活
動
フ
ロ
ー
案
」を
策
定

三
島
鳶
工
業
協
同
組
合

県
内
の
中
小
葬
祭
業
者
一
一
社
は
、

こ
の
度
、
組
合
員
の
経
営
力
強
化
と
業

界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
静
岡

県
葬
祭
業
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

三
月
二
四
日
、
静
岡
市
葵
区
の
県
産

業
経
済
会
館
で
行
わ
れ
た
創
立
総
会
に

は
、
来
賓
の
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合

連
合
会
（
以
下
、「
全
葬
連
」）
松
井
昭

憲
会
長
ら
の
ほ
か
、
組
合
員
と
中
央
会

が
出
席
。
組
合
設
立
の
趣
旨
を
確
認
し

合
う
と
と
も
に
定
款
、
事
業
・
収
支
計

画
な
ど
を
決
議
し
た
。
ま
た
、
同
日
行

わ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
初
代
理
事

長
に
熊
澤
正
樹
氏
（（
株
）は
な
ぞ
の
・

代
表
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
た
。

当
組
合
は
、
葬
祭
用
品
の
共
同
購
買

事
業
を
行
う
ほ

か
、
葬
祭
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
育

成
な
ど
組
合
員

の
資
質
向
上
を

目
指
す
。

ま
た
、
全
葬

連
に
加
盟
し

連
携
す
る
こ
と

で
、
料
金

体
系
の
明

確
化
や

サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を

推
進
し
、

業
界
の

イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を

は
か
り
た
い
考
え
。

さ
ら
に
当
組
合
は
、
静
岡
県
を
は
じ

め
各
行
政
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

す
る
予
定
で
あ
り
、
大
規
模
な
地
震
が

発
生
し
た
場
合
な
ど
、
速
や
か
に
対
応

が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

熊
澤
理
事
長
は
、「
時
代
の
変
化
と

と
も
に
葬
儀
に
対
す
る
考
え
方
や
ニ
ー

ズ
も
変
化
し
て
い
る
。
我
々
葬
祭
業
者

は
、
い
つ
の
時
代
も
人
生
最
後
の
大
切

な
時
間
を
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
葬
祭

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
業
界

に
対
す
る
さ
ら
な
る
信
頼
を
得
ら
れ
る

よ
う
一
致
団
結
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
り
組
合
を
設
立

行
政
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
を
目
指
す

静
岡
県
葬
祭
業
協
同
組
合

▼事業計画などを決議した創立総会

▲�初代理事長に就任した熊澤氏（中央）と�
全葬連松井会長（右）、石井時明副会長（左）

▲防災土木工事が進む石巻市の防潮堤工事を
　視察調査

▲今井泰雄理事長
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（平成28年3月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・		円安による輸入原料高が懸念される。（水産食料品）
・		鰹が高値で推移している。組合、組合員共に踏ん張り時で
ある。（水産食料品）

・		依然として厳しい状況。（宗教用具）
・		ほぼ横ばいで変化はないが、住宅着工低迷による閉塞感が
漂っている。（木材・木製品）

・		家庭紙は繁忙期であり、出荷量が多くなってきている。売
価の推移も堅調で、前年同月と同様の動きである。エネル
ギー関係のコストが前年同月より下がったことで、業績が
安定している。（パルプ・紙・紙加工品）

・		業界の景況は依然として悪化しており、先行きに不安を感
じる。（印刷・同関連業）

・		年間を通して、全県下で最低の出荷となった。（セメント・
同製品）

・		自動車関連の不況の影響で、県内西部地域で不況感が強く
なっている。（金属製品）

・		中国の景気が予想以上に悪化しているように感じる。原油
安は良いが、産油国経済はかなり打撃を受けているようで、
中小企業への仕事量が減少している。（生産用機械器具）

・		急速な円高や新興国景気の減速から、計画の繰り延べなど
慎重になる動きが見られ、明るい材料に欠ける状況。（生産
用機械器具）

・		３月度の自動車部品メーカーの生産は、２月初旬に起きた
大手メーカーの工場火災による生産停止分の挽回生産が
あり、全体として操業度が高くなった。（輸送用機械器具）

・		年度末の需要増はあるが、前年同月比で生産量は減少して
おり、引き続き厳しい状況が続いている。（輸送用機械器具）

・		受注が一定せず、事業所毎の受注量にバラつきがある。（輸
送用機械器具）

■非製造業
・		３月のセメント出荷は前年同月比で2.5％の微増となり、前
年実績を６ヶ月連続で上回っている。しかし、年度ベース
で見ると上半期の落込みが大きく、前年度比1.3％減となっ

た。（セメント卸売）
・		依然として厳しい状況にある。（機械器具小売）
・		マスコミでは景気回復の報道が流れるが、中小企業以下の
現状が見られていないように感じ、残念である。（機械器具
小売）

・		３ヶ月連続で売上高が前年同月を上回った。一方、来年予
定されている消費税増税について懸念の声が挙がってい
る。（商店街）

・		３月末に開催したイベントは、多くの店舗が出店し、大変
な賑わいがあった。（商店街）

・		設備などの入替や改修によるコスト増が心配である。（商
店街）

・		３月に実施したイベントは雨の為順延となり、一部の催し
が中止となるなど、残念な結果となった。（商店街）

・		休業する旅館がある一方、再オープンする旅館もある。（宿
泊業）

・		年度末を迎え、作業量は微増傾向だが単価は据え置き。県
内では人員確保への苦慮が続いている。（情報サービス）

・		客先の売上が好転しない影響もあり、依然として厳しい状
況である。また、パートの求人反応が悪く、雇用人員の確保
に苦慮している。（総合工事）

・		平成27年度の公共工事もほぼ終了し、仕事が薄くなってき
ている。この時期に資格を習得させるなどして社員のモチ
ベーションを高めていきたい。（総合工事）

・		３月中旬に官庁・民間工事共に工事が終了。その後の新規
工事の確保に苦慮している。（総合工事）

・		年度末にもかかわらず荷動きが低調だったが、燃料価格が
下がっている分、収益状況は改善した。（道路貨物運送）

・		３月は決算期ということもあり、月末在庫を絞る企業が多
く、物量減少により売上が落ち込んでいる。燃料価格が下
落しているので、コスト面ではプラスに転じている。（道路
貨物運送）

・		年度末の月であるが荷動きが非常に鈍い。飲料品の輸送は
若干増加したが、全体的な運送の受注は減少した。（道路貨
物運送）

平成27年度事業・決算の承認並びに平成28年度事業計画・予算の決定、役員改選�等

13：30〜15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡　静岡市駿河区南町18-1

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　TEL 054-254-1511

平成28年　6月28日（火）　　

静岡県中小企業団体中央会の

平成28年度 通常総会 をご案内申し上げます。

主要議題

別途書面にて
ご案内申し上げます。
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H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1 H25.4.1 H26.4.1 H27.4.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成28年3月のDI値を前月と比較すると、「売上高」と「設備操業度」、「雇用人員」の項目で改善傾向となったが、「収益状況」
や「資金繰り」、「業界の景況」などの項目で悪化傾向となった。

○「製造業」では、「売上高」や「設備操業度」、「雇用人員」などの項目で改善傾向となったが、「収益状況」や「資金繰り」、「業
界の景況」などの項目で悪化傾向となった。自由回答では、各業種で景況感が依然として悪く、生産用機械器具製造業にお
いては、新興国景気の減速により計画繰り延べなどの影響が出ているとの報告が寄せられた。

○「非製造業」では、「雇用人員」と「業界の景況」の項目で改善傾向となったが、「売上高」や「収益状況」、「資金繰り」な
どの項目で悪化傾向となった。自由回答では、運輸業においては、燃料価格の低下により収益状況が改善したとの報告が寄
せられた。

概　況

内閣府が4月8日に発表した3月の消費動向調査によると、消費者心理を示す消費者態度指数は、前月比1.6ポイン
ト上昇し41.7となり、3ヶ月ぶりの改善となった。消費者心理の基調判断については、「足踏みがみられる」として
いる。
連絡員からの3月期の動向をみると、前年同月との比較では、「在庫数量」を除く全ての項目でマイナスとなってい
る。前月との比較では、「売上高」「設備操業度」「雇用人員」の項目でプラスとなる一方、「収益状況」「資金繰り」「業
界の景況」などの項目でマイナスとなった。
各業種からの自由回答を見ると、一般機器製造業において、円高や新興国景気の減速により計画繰り延べなどの影
響が出ている。建設業では、人員と新規工事の確保に苦慮している。運輸業からは、燃料価格の低下により収益状
況が改善したとの報告が寄せられた。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H28.03 －20.0 －7.0 －6.7 －8.3 －33.3 －16.6 －17.2 －15.0 －41.7

DI値

H28.02 －23.3 －9.3 －5.0 －6.6 －25.0 －8.3 －20.7 －18.3 －38.4

H28.02→H28.03 3.3↑ 2.3↑ －1.7↓ －1.7↓ －8.3↓ －8.3↓ 3.5↑ 3.3↑ －3.3↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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外国人技能実習生担当の皆様へ
静岡県は、平成 28年度から外国人技能実習生支援事業を実施します

【問い合わせ先】
　静岡県 経済産業部 就業支援局 職業能力開発課 ものづくり人材班

〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番６号
電話：054-221-2954　　FAX：054-271-1979　　メール：syokunow@pref.shizuoka.lg.jp

 日本語研修
実習生の日本語力は十分ですか？

日本での技能習得に欠かせない「日本語力」。それを高めるため、県は、実習生を対象とした
日本語研修を県下３箇所で開催します。

【対象】実習生として入国した外国人で日本語力が不足している方

【参加費】無料　※ テキスト代は参加者負担となります

・週１回、３か月かけて日本語の基礎を学びます！
・仕事や生活に活かせる日本語が身につきます！

★技能検定の学科試験対策にも★
会話だけじゃない！

ひらがなやカタカナなどの文字も学べるので、技能検定試験対策にもなります。
 ●実施計画　（計画内容は変更になる場合があります）

会　　場 期　　間 回　　数 定　　員
東部・中部・西部 3か月（週1回） 3回／年 30人／各回

 企業とのマッチング
日本で身につけた技能、日本語、生活習慣を帰国後も活かせます！

実習生に、静岡県内の海外進出企業の紹介を行うとともに、企業との個別面談を通してマッ
チングを図ります。
帰国した後、日系企業で働きたい実習生にオススメです。

 ●実施計画　（計画内容は変更になる場合があります）

会　　場 回　　数

東部・中部・西部 3回／年

※詳細は決まり次第、県ホームページでご案内します。
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〜県内の優れた技能者を推薦してください〜
「静岡県優秀技能者功労表彰」 

候補者を募集します。

　県では、広く社会一般に技能のすばらしさを理解
していただき、技能労働者の地位向上につなげるた
め、極めて優れた技能を持ち、他の労働者の模範と
なる技能者を表彰します。

表彰式の様子

●対　　象 県内で働き、極めて優れた技能を持ち、
当該技能の第一人者と目されている方

●推 薦 者 市町、産業団体、職業訓練機関、事
業所等

●推薦方法 県内３か所にある県立技術専門校に
所定の書類を提出してください。

●募集期間 平成28年７月１日（金）必着
●選考方法 推薦のあった方の中から、技能の内

容、産業への貢献及び後進の育成等
を総合的に審査して決定します。

●表 彰 式 平成28年11月15日（火）
●平成27年度受賞者数　26名

【お申込み・お問い合せ】
静岡県経済産業部 職業能力開発課
ものづくり人材班
TEL：054-221- ２９５４　FAX：054-271-1979
E-mail：syokunow@pref.shizuoka.lg.jp
URL：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-

230/ginou/ginou_hyousyou.html

あしたか職業訓練校を公開します！

 静岡県立あしたか職業訓練校は、主として身体又は知的
に障害のある方を対象に１年間の職業訓練を行い、一般
就労することを目指す職業訓練校です。全国で19校しか
ない障害者職業能力開発校です。
　障害者の雇用を検討している企業の皆様に訓練の様子を
紹介します。この機会に職業訓練校の訓練内容を見学し、
障害のある方への理解を深めてください。

【企業向け見学会】
〜障害者雇用をお考えの皆様へ〜

　開 催 日：６/９（木）、６/16（木）、６/23（木）
　時　　間：９：30〜12：00
内　　容：訓練校の概要説明
    訓練校の見学（施設、訓練内容、訓練生作品

展示）
    質疑応答
　場　　所：静岡県立あしたか職業訓練校
    〒410-0301　静岡県沼津市宮本5-2
　申込方法：お問合わせ先へ連絡又は申込書
    （ホームページの専用フォームにあります）

より申し込みください。
    URL:http://pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-

230/asitaka/
　締　　切：５月26日（木）
　お問合わせ：静岡県立あしたか職業訓練校
　   TEL：055-924-4380
　   FAX：055-924-7758
　   E-Mail：ashitakakun@pref.shizuoka.lg.jp

〜静岡県立あしたか職業訓練校の各科紹介〜
◎コンピュータ科
　（主として身体に障害のある方を対象　定員10名）
　本科では、文書作成、表計算、簿
記会計を中心にデータベース、ホー
ムページ、CAD等を学び、コン
ピュータを用いた事務職種等への就
職を目指します。

◎生産・サービス科
　（主として知的に障害のある方を対象　定員40名）
　本科では、製造業やサービス業
等の幅広いニーズに対応した訓練を
行っています。
　機械操作コース、加工組立コース、
流通・環境コースの３つのコースに
分かれていますが、訓練生の状況等
により、他のコースの訓練を受講す
ることもあります。

コンピュータ科

生産・サービス科
機械操作コース
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静岡労働局からのお知らせ

静岡地方労働審議会の開催について 総務課
℡054ｰ254-6317

 

【ポイント】

　はじめに、畑家内労働部会長から「静岡県広幅綿・ス

フ織物業最低工賃、静岡県広幅綿・スフ織布業最低工賃

及び静岡県別珍・コール天織布業最低工賃」についての

廃止決定の報告があり、次に平成２８年度の静岡労働局

行政運営方針及び平成２７年度行政運営進捗状況につい

て、労働局の担当部・室長から現状と課題及び対策を説

明し、それに対して委員による審議が行われました。

静岡労働局に「雇用環境・均等室」を新たに設置
雇用環境・均等室
℡054-254-6320

  求人票の記載内容と実態が異なる問題への対応、
農業分野モデル事業や女性の活躍推進など様々な意
見が出されました。
　静岡労働局では、同審議会での貴重な意見を基
に、各行政に反映させて取組んでまいります。

審議会開催の様子

総務課
℡054ｰ254ｰ6317　静岡地方労働審議会の開催について

　平成28年3月25日（金）、静岡地方合同庁舎において、平成2７年度第2回静岡地方労働審議会が開催
されました。

静岡労働局では組織の見直しを行い、平成28年４月から「雇用環境・均等室」を新たに設置しました。

これまで、パワハラや解雇に関する相談は総務部、企業への啓発指導は労働基準部が、またセクハラやマタハラ

に関する相談・指導は雇用均等室が行っていました。しかし、パワハラやマタハラなどを同時に受けるケースや、

同じ企業に対して違った部署が重複して指導を行うといったケースも見られていました。

そこで、これまで担当部署ごとに行っていた取組や対応などを「雇用環境・均等室」が一体的に行うよう見直し、

「女性の活躍促進」や「働き方改革」などの取組を効果的に推進していきます。

① 総合的な行政事務の展開
「雇用環境・均等室」が、「女性の活躍促進」や「働き方改革」などの企業・経済団体への働きかけをワン
パッケージで効果的に実施

② 労働相談の窓口の一本化・個別の労働紛争の未然防止と解決の一体的実施
「雇用環境・均等室」に、労働相談の窓口を一本化。また、個別の労働紛争を未然に防止する取組（企業への
指導）と解決への取組（調停・あっせんなど）を一体的に実施

③ 業務実施体制の整備・強化
女性の活躍促進、ワーク・ライフ・バランスの推進、働き方改革などの取組を強力に進めるため、「雇用環

境・均等室」に専門官職（雇用環境改善・均等推進指導官）を配置

≪新たな組織の連絡先など≫

静岡労働局雇用環境・均等室

住 所：〒420-8639 静岡市葵区追手町9－50静岡地方合同庁舎

電 話：企 画 担 当 3階 （054）254-6320

指 導 担 当 5階 （054）252-5310

総合労働相談コーナー （054）252-1212

静岡労働局に「雇用環境・均等室」を新たに設置 雇用環境・均等室
℡054ｰ254-6320
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静
岡
県
中
央
会
の
会
員
組
合
並
び
に
関
連
企
業
六
団
体
は
、
三
月
一
三
日
、
山

梨
県
中
央
会
主
催
に
よ
る
﹁
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
﹂
に
参
加
し
た
。

　
二
一
回
目
と
な
る
当
組
合
ま
つ
り

は
、
山
梨
県
甲
府
市
の
「
愛
メ
ッ
セ

山
梨
」
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

九
〇
の
組
合
、
企
業
ら
が
参
加
。
特

産
品
の
販
売
や
様
々
な
組
合
関
連
業

種
の
実
演
、
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
た
ほ
か
、
ご
当
地
グ
ル
メ
「
青
春

の
ト
マ
ト
焼
き
そ
ば
」
の
販
売
を
は

じ
め
と
し
た
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
、
ご
当

地
の
＂
ゆ
る
キ
ャ
ラ
＂
や
組
合
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
、
終
日
多
く
の
来
場
者
が
つ
め
か

け
た
。

　
静
岡
県
か
ら
は
、
あ
さ
ぎ
り
フ
ー

ド
パ
ー
ク（
協
）、（
企
）富
士
宮
・
食

の
ひ
ら
め
き
会
、（
協
）う
み
ゃ
あ
も

ん
工
房
、
菓
子
類
販
売
の
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｒ
す
ぎ
（
ふ
じ
の
く
に
素
材
活
用

（
協
））、
ミ
カ
ン
の
加
工
品
販
売
の

（
有
）オ
カ
モ
ト
（
同
上
）、
桜
海
老

関
連
商
品
を
扱
う
水
谷
商
店
（
蒲
原

山
梨
県
中
央
会

「
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
」に
参
加

桜
海
老
商
業（
協
））
が
出
展
し
、
そ

れ
ぞ
れ
静
岡
県
の
特
産
品
を
活
か
し

た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
静
岡
県
中
央
会
は
、
昨
年
九
月
に

山
梨
県
中
央
会
と
緊
急
時
の
相
互
応

援
協
定
を
締
結
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
両
県
が
連
携
し
て
お
互
い
の
地

域
経
済
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
様
々
な

事
業
の
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
当

事
業
は
そ
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た

も
の
。

　
静
岡
県
か
ら
の
参
加
者
の
一
人

は
、「
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通

で
お
互
い
の
交
流
は
さ
ら
に
活
発
に

な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
海
な

し
県
の
山
梨
に
静
岡
の
海
の
幸
を
い

ち
早
く
届
け
た
い
」
と
話
し
た
。

　
静
岡
県
中
央
会
で
は
、
今
後
も
山

梨
県
中
央
会
と
の
事
業
連
携
を
進

め
、
両
県
経
済
と
組
合
の
活
性
化
を

一
層
図
り
た
い
考
え
。
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毎年3月にネクタイを一本買い、それを締め新
年度に臨んでいます。経営支援課長となった今
年度はトンボ柄で飛翔を目指します。� （真野）
４月から経営支援課に異動し、知識・経験不足
を痛感する日々です。一日でも早く皆様のお役に
たてるよう精進していきます。� （長坂）
経営支援課、３年目の春となりました。気持ち
新たに組合・組合員企業の皆様のお役に立てるよ
うに前向きに頑張ります。� （永津）

今年度で３年目となります。経営支援課の一員
として今年も頑張っていきたいと思っております
ので、よろしくお願いいたします。� （上杉）
４月より中央会に入会しました。自分のできる
ことを少しずつこなし、早く職場になれるよう努
めたいと思います。� （西山）
４月より経営支援課に配属となり、機関誌担当
となりました。皆様にお役に立つ情報を提供でき
るよう頑張ります。� �（平野）

中小企業静岡5月号（通巻750号）

● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス m-osuo@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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代表理事

近藤 勝美

読者プラザ

ヤ
マ
メ
を
釣
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

静
岡
市
街
か
ら
安
倍
川
沿
い
に
車
で
北
上
し
て
約
一
時
間
、

温
泉
地
と
し
て
有
名
な
梅
ヶ
島
の
日
影
沢
親
水
園
内
に
私
ど

も
「
企
業
組
合
魚
魚
（
と
と
）
の
里
」
は
あ
り
ま
す
。

オ
ク
シ
ズ
の
大
自
然
の
中
、
ヤ
マ
メ
を
釣
る
（
三
つ
の
池
で

釣
り
体
験
）・
触
る
（
せ
せ
ら
ぎ
で
つ
か
み
取
り
）・
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
親
水
施
設
で
、
古
民
家
風
の
食
事
処
「
魚
魚
の

家
」
で
は
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
ヤ
マ
メ
づ
く
し
の
お
料
理
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
付
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
や
お
休
み
処
「
魚
魚
亭
」
で
は
、
釣
っ
た
ヤ
マ
メ
を
炭

火
焼
き
に
し
て
、
ご
自
身
の
釣
果
を
す
ぐ
ご
賞
味
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
県
及
び
中
央
会
の
支
援
を
受
け
、
ヤ
マ

メ
の
フ
ラ
イ
を
パ
ン
に
サ
ン
ド
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
・
ヤ
マ
メ

バ
ー
ガ
ー
（
本
誌
三
月
号
で
紹
介
）
を
開
発
し
、
四
月
か
ら

提
供
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

施
設
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
小
さ
な
お

子
様
連
れ
や
車
い
す
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
隣
に
は
美
人
の
湯
と
し
て
有
名
な
温
泉
「
黄
金
の
湯
」
も

あ
り
ま
す
の
で
、
大
自
然
の
移
り
ゆ
く
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、

ご
家
族
や
お
仲
間
で
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
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組合役員および組合員事業所の経営者・役員・従業員の方々を対象に、病気やケガによる就業不能中の
月々の所得の補償を中心に充実させたプランです。
なお、制度の説明や加入手続きについては、コンプライアンスにもとづき、静岡県協同振興㈱が担当い

たしますので、これまでの共済制度と同様に、皆様の福利厚生にお役立てください。

団体所得補償プランの内容
1. 所得補償の特長

（1）月々の所得を補償
病気・ケガで入院、医師の指示による自宅療養中の月々の所得を補償します。
また、世界中・24時間いつでも補償します。

（2）最長1年間の長期補償
補償の対象となる期間は、支払対象外期間4日を超えた就業不能期間で、かつ対象期間は1年間
の長期補償です。
（初年度加入および継続加入の保険期間を通算して、1000日分の保険金を受け取られます。）

（3）天災補償も充実
地震・噴火またはこれらによる津波によって被った、身体障害による就業不能も補償します。

（4）精神障害による就業不能も補償
躁うつ病・神経衰弱・アルツハイマー病の認知症など幅広い精神障害も補償します。

2. ケガによる万一の死亡・後遺障害を補償
3. 病気・ケガによる重度障害を補償

万一、重度障害になられた場合は、そのリスクに備え保険金を一時金でお支払いします。

4. 団体割引20%
団体割引適用で、個人で加入されるより20%割安です。

5. 補償内容の違いにより、α型からⅦ型までの8タイプをご用意。
＊この広告は、静岡県中小企業団体中央会を保険契約者とした団体契約の概要のご案内となります。
　また、この商品は、所得補償保険普通約款に各種特約をセットしたものです。

〈団体所得補償プランについてのお問い合わせ等は下記へ〉
取扱代理店
静岡県協同振興株式会社
 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
 TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690
引受保険会社
損害保険ジャパン日本興亜株式会社　静岡支店法人支社
 〒420-0031 静岡市葵区呉服町1-1-2 静岡呉服町スクエア3F

中央会がお勧めする団体所得補償プラン

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が
2014年9月1日に合併して誕生した会社です。

（SJNK14-19456）

業務用ビル等における省CO2促進事業（一部経済産業省・国土交通省連携事業）
平成 28 年度予算（案）
5,500 百万円（新規）

 背　　　　　景 
2030年のCO2削減目標達成のためには業務その他部門において3 ～ 4割のCO2削減が必要。この目標達成のためには、業務用ビル

等の大幅な低炭素化が必要である。
このため、低炭素化が進みにくい既存テナントビルの省CO2化を促進していくとともに、先進的な業務用ビル等（ZEB（ビル内の

エネルギー使用量が正味でほぼゼロとなるビル）の実現と普及拡大を目指す。

 事　業　概　要 

⑴ テナントビルの省CO2促進事業（国土交通省連携事業）
テナントが入居するビルはオーナーに光熱費削減のメリットが感じられにくいため低炭素化が進みにくい状況にある。
環境負荷を低減する取組についてオーナーとテナントの協働を契約や覚書等で取決めを結び（グリーンリース契約等）省CO2を図
る事業を支援する。

⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業（経済産業省連携事業）
中小規模業務用ビル等に対しZEBの実現に資する省エネ・省CO2性の高いシステムや高性能設備機器等を導入する費用を支援する。

 事 業 ス キ ー ム 
⑴ テナントビルの省CO2促進事業

・補助対象者 建築物所有者
・補助対象経費 グリーンリース契約等を締結するために必要な調査費用
 当該契約等により行う省CO2改修費用（設備費）
・補助率 1/2以内

⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業
・補助対象者 建築物（所有者）等
・補助対象経費 ZEB実現に寄与する空調、換気、照明、給湯、BEMS装置等の導入に要する費用
・補助率 2/3以内
・補助要件 エネルギー削減率が50％以上（再生可能エネルギーを利用した発電を考慮しない）
事業実施期間：⑴⑵とも平成28年度～平成30年度

 期待される効果 
●既存のテナントビルの低炭素化の障壁を解消するグリーンリース契約等を用いた取組を事業期間内に250件以上実施し当該取組を

一般化させ、大幅なCO2排出量の抑制を図る。
●省エネルギー性能の高い建築物の普及を促進し、2030年までに新築建築物の平均でZEB実現を目指す。
●グリーンリースの活用、ZEBの実現・普及により、業務用ビル等の低炭素化を促進し、将来の業務その他部門のCO2削減目標（40％）

達成のために、低炭素な業務用ビル等の普及を図る。

 【お問い合わせ先】 　一般社団法人 静岡県環境資源協会
業務用ビル等における省CO2促進事業 支援センター

〒420-0853 静岡市葵区追手町9-28 興産ビル2階　電話：054-266-4161　FAX：054-266-4162

国 非営利法人 事　業　者
（補助率）定額

補助金

（補助率）1/2 ～ 2/3

補助金

⑴ テナントビルの省CO2促進事業 ⑵ ZEB実現に向けた先進的省エネルギー建築物実証事業
オーナーとテナントが協働で低炭素化を促進 最新の環境技術を導入しZEBの実現と普及拡大を目指す

（環境省実証事業例）

オーナー テナント

ビルの
CO2削減
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